


高浜町と石川県志賀町は、平成２年11月３日に姉妹都市の盟約を結びました。その背景

には、江戸時代から続く、海を通じた深い歴史的な交流があります。 

若狭と能登の交流は、塩土や小浜の漁師たちによって築かれました。若狭の漁師たちは、

豊かな漁場を求めて能登へ渡るようになり、寛永９年には大念寺新村が開かれ、若狭出身

者による集落が形成されたと伝えられています。こうした人々の移住や交流が、両地域のつ

ながりを築いてきました。 

実際に志賀町を訪ねると、今も若狭との縁を感じさせる場所が数多く残っています。高浜

町の開祖を顕彰する碑や、小浜の神明社を勧請して創建された小浜神社などは、その代表

的なものです。また、地域の方々のお話からも、若狭との結びつきの深さが伝わってきまし

た。かつての高浜町の時代を懐かしみながら語る方も多く、「若狭との縁を大切にしている」

という言葉が印象に残りました。歴史遺産だけでなく、地域の方々の記憶や思いの中にも、

先人たちが築いた交流が受け継がれていることを感じました。 

また、小浜神社で毎年開催される太鼓打競技大会は、県下最大規模を誇り、今年で91回

目を迎えたそうです。祭りにかける熱意や、地域全体で伝統行事を支える姿には、高浜町の

祭礼文化と共通するものがありました。 

今回の訪問を通じて、高浜町と志賀町のつながりは、歴史資料の中だけに残るものでは

なく、今も地域の文化や人々の心の中に息づいていることを実感しました。約400年前に海

を越えて築かれた交流が、今日まで大切に受け継がれていることは、大変興味深いことで

す。姉妹都市交流の原点にある歴史を改めて知ることができた今回の訪問。これからも両町

の深い縁が、人々の交流を通じて、次の世代へと受け継がれていくことを願っています 。 
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高浜を元気にする軽トラ野郎たちの夢 

《知っとこ 高浜のお宝発見！》  「高浜町と志賀町との交流」 

【高浜町開祖の碑（志賀町）】 


